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蜻
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今
月
の
表
紙

人権啓発シリーズ

ＨＩＶ感染者等の人権 ～ 病気を正しく理解し、 
予防と治療のサポートを～

ＨＩＶ感染とエイズ
　HIV とはエイズを引き起こすウイ
ルスのこと。この HIV に感染するこ
とで自身の免疫力が破壊され、本来
なら自分の力で抑えられる病気（日
和見感染症）を発症するのがエイズ
です。HIV は感染力が弱いだけでは
なく、感染経路もごく限られている
ので予防や対策を講じることができ
ます。また、HIV に感染してもすぐ
にエイズを発症するわけではなく、
多くは数年の未発症期間があります。

治療の理解と支え
　発見当初は、治療法がなく、病気の
恐ろしさのみが強調されました。そこ
から生じた誤解から、HIV 感染を理由
に職場への採用が取り消されたり、解
雇されるといった人権侵害が起こった
のです。現在では発症を抑えながら通
常の社会生活を送れますが、治療には
時間や根気がいります。仲間や仕事を
失いかねない差別や偏見という不安を
抱えることなく、治療に専念できるよ
うな周囲の理解とサポートが必要です。

　10 月１日（土）、野方地区で開催された『第
34 回野方ふれあいふるさとまつり』踊り連
パレードでの一枚。
　国道 269 号線沿いを野方小学校児童をは
じめ、ＰＴＡ、分館女性部メンバーで練り歩
きました。一生懸命に『野方音頭』を歌い、
踊る姿に元気がもらえました。
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